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論 文 内 容 の 要 旨 
 動物の婚姻形態の研究は、陸上脊椎動物を対象にはじまり、一夫多妻制の成立の理論的モデルやその分類な
どについても、それらの事例をもとに考案されてきた。近年、魚類の婚姻形態の研究が進み、陸上脊椎動物と
同様に一夫多妻制の婚姻形態が広く見られている。しかし、その理論的検討は十分ではない。雌が子育てを行
うツマジロモンガラ S uflamen chrysopterus は、一夫多妻の配偶様式を持つことが知られている。本論文は、本
種での婚姻形態の実態と成立過程を野外観察することからその詳細を明らかにし、得られた知見に基づき魚類
の一夫多妻の事例の種間比較を行い、魚類の一夫多妻制の特徴について検討したものである。 
 本種は、雌なわばり型ハレムを持ち、雄が獲得している産卵数や回数は雄の体サイズと相関が認められた。
また、雄および雌の除去実験から、雄は雌がなわばりを維持できる場所資源そのものを防衛するのではなく、
定着してきた雌を防衛していることが明らかになった。雌による配偶者選択も認めらなかった。これらのこと
は、本種の婚姻形態が、「雌防衛型ハレム」であることを示している。そして、魚類では雌雄が同所的に生息
するために、これまで検討されてこなかった「雌防衛型」か「資源防衛型」について検討したところ、魚類の
一夫多妻には「雌防衛型」と「資源防衛型」の両方が含まれることが明らかとなった。 
 哺乳類や鳥類では、雌や雌が繁殖に必要とする資源が集中分布することが、多妻の進化に重要とされてきた。
しかし、ツマジロモンガラをはじめ、様々な系統群の魚類で報告されている一夫多妻制を検討した結果、魚類
の一夫多妻制は、雌や生態的資源が仮に均一分布をしている状態でも生じていることを指摘した。このことは、
非限定成長をする魚類に顕著に見られる体サイズの大きな個体変異によるものと結論された。また、婚姻形態
の従来の理論的研究においても、体サイズの変異からくる雄間の資源獲得能力の差異を考慮することが重要で
あることについても指摘した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 脊椎動物で幅広く見られる一夫多妻制の理論的分類体系は、これまで主に鳥類・哺乳類での研究事例に基づ
いて研究されてきた。本論文は、魚類の一夫多妻制について、野外観察・除去実験と従来の報告例の比較検討
から、その成立要因や分類体系について検討したものである。 
 野外研究の対象であるツマジロモンガラ（モンガラガワハギ科）は、雄が縄張りを互いに維持し、その中に
複数の雌の縄張りを囲うハレムを持つ。雌の除去実験から、1）新たに好適な空間が生じた場合、周辺の雌の中
でより優位な個体がそこへ縄張りを移すこと、2）その際、雌はハレム雄そのものを選択するのではないこと、
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3）雄は雌の消失にともない、その場所の防衛をやめること、が明瞭に示された。これらの結果から、本種のハ
レムは、雄が自分の縄張りという空間そのものを防衛するのではなく、雌を防衛することで維持されているこ
と、すなわち本種のハレムが「雌防衛型一夫多妻」であることが結論された。本論文は魚類の一夫多妻制の維
持について明確に言及した初めての研究といえる。 
 さらに、これまで報告された雌が縄張りを持つハレムの研究例の比較検討から、魚類のハレムには、「雌防
衛型」と雄が雌ではなく繁殖資源を含む縄張りを防衛する「資源防衛型一夫多妻」の両方が存在することを指
摘した。魚類でのこれらの研究はハレムの分類にはほとんど言及しておらず、この点、今回の検討はまったく
新しくかつ重要なものと言える。また、魚類の一夫多妻が、いずれのタイプになるかには、雌の加入頻度が影
響することを考察している。さらに、鳥類や哺乳類とは異なり、魚類で普通に見られる個体間の大きな体長変
異が、魚類の一夫多妻の成立要因に大きく関わっており、これら高等脊椎動物での一夫多妻の成立にとり必要
条件とされる資源あるいは雌の集中分布が、必ずしも必要でないことも指摘した。 
 以上のように、本論文は、魚類の一夫多妻制の成立要因の解明からその分類体系について初めて言及し、今
後の魚類の繁殖生態の研究に大きな示唆を与えるものであり、動物機能生態学への貢献は大きいといえる。よっ
て、博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
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